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１．はじめに

産総研地質調査総合センターでは，平成 19年に発生し

た能登半島地震と中越沖地震の震源が浅海の沿岸域に位置

していたことを重視し，浅海から平野にわたる沿岸域にお

ける地質情報の整備を目的とした「沿岸域の地質・活断層

調査（沿岸域プロジェクト）」を平成20年より開始した．国

内の沿岸域は，地震や活断層，津波などによる地質災害の

影響が大きい地域であるとともに，私たちの生活や産業に

おいても重要な場所である．そこで地質調査総合センター

では，沿岸域に分布する活断層や軟弱地盤などによる地質

災害リスクの軽減や私たちの生活や産業の基盤となる地盤

情報の整備，そして地質調査の技術開発を目的とし，沿岸

域に特化した調査・研究を開始した．令和 3年 5月には経

済産業省による「第 3期知的基盤整備計画」が策定され（経

済産業省，2021），その中の重点分野である「地質情報」の

海陸シームレス地質情報集「相模湾沿岸域」

「防災・セキュリティ」の課題に沿岸域プロジェクトは組み

込まれている．地質調査総合センターでは，国土の持続可

能な利用と強靱な社会の実現に向け，知的基盤整備として

の本プロジェクトを進めているところである．

沿岸域の地質・活断層調査では，陸域での野外地質調査

やボーリング調査，反射法地震探査，海域での音波探査や

堆積物調査，海陸にわたっての重力異常や空中磁気の物理

探査など，多様な手法を用いることで，海域から陸域への

シームレスな地質情報を整備している．これまでに，平成

22年度には能登半島北部沿岸域（岡村ほか，2010），平成

23年度には新潟沿岸域（岡村ほか，2011），平成 25年度

には福岡沿岸域（岡村ほか，2013），平成 26年度には石狩

低地南部沿岸域（岡村ほか，2014），平成 28年度には駿河

湾北部沿岸域（産業技術総合研究所地質調査総合センター，

2016）の海陸シームレス地質情報集を整備してきた（第 1

図）．その後，新たに大都市圏沿岸域における地質・地盤情
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１）�産総研�地質調査総合センター�地質情報研究部門

第 1 図　沿岸域の地質・活断層調査のこれまでの調査地域．
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報の整備を行うため，平成 26年度から 28年度にかけて，

房総半島東部と相模湾を調査域とした関東平野南部沿岸域

の調査・研究を実施した．令和元年度には海陸シームレス

地質情報集「房総半島東部沿岸域」（産業技術総合研究所地

質調査総合センター，2018）を公開した．そして今回，海

陸シームレス地質情報集「相模湾沿岸域」（産業技術総合研

究所地質調査総合センター，2021）を整備したので，ここ

に概要を解説する．今後，これらの調査成果は活断層評価，

地震動予測をはじめ，地質災害の軽減や環境評価，産業立

地などに活用されることを期待する．

２．相模湾沿岸域プロジェクト

相模湾にはフィリピン海プレートが沈み込む相模舟状海

盆（相模トラフ）があり，そのプレート境界が分岐したもの

が国府津 –松田断層帯であり，ほかにも伊勢原断層や三浦

半島断層群などの活断層が知られる．また，1923年の関東

地震の震源もこの地域に分布しており，海岸には隆起地形

が見られるなど，相模湾沿岸域は地殻変動が活発な地域で

ある．この地域には神奈川県の中核都市である平塚市が位

置する相模平野や小田原市が位置する足柄平野が広がり，

どちらの平野も海岸に面していることから地質災害の軽減

や産業立地のための地質情報の整備が急務とされている．

相模湾沿岸域プロジェクトの調査・研究成果となる海陸

シームレス地質情報集「相模湾沿岸域」には，調査データと

解析結果を論文としてとりまとめ，それらに加え既存研究

を編纂し，4枚の地質図と2枚の地球物理図を含む11編の

調査・研究成果が納められている（第 2図）．また，相模湾

沿岸域プロジェクトの年次調査報告は，平成 26年度から

平成 29年度の沿岸域の地質・活断層調査研究報告にも 15

編の報告が掲載されている（田中編，2015，2016，2017;

荒井編，2018）．

陸域での調査成果として，足柄平野においては，沖積層

ボーリングなどの解析に基づき，地下地質構造を解析した

（佐藤ほか，2021a）．また，足柄平野でこれまでに実施さ

れた反射法地震波探査のデータを再解析した（横倉ほか，

2021）．相模平野では層序ボーリング掘削と既存ボーリン

グデータ収集に基づき，地下地質構造を解析し，沖積層の

第 2 図　相模湾沿岸域プロジェクトの調査地域．数字は本文中の論文番号に一致する．
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基底深度を明らかにした（佐藤ほか，2021b）．また，反射

法地震波探査によって，相模平野に分布する伊勢原断層や

海岸における地下構造を解析した（木下ほか，2021）．大

磯丘陵と三浦半島においては，テフラ分析や地質構造の調

査に加え，既存研究を編集して地質図を作成した（水野ほ

か，2021；尾崎，2021）．海域においては，活断層の海域

延長の可能性を考慮した高分解能音波探査を実施した（佐

藤，2021）．また，相模湾内で広く表層堆積物調査を実施

し，酒匂川河口沖では音響測深探査による地形解析を行っ

た（味岡ほか，2021）．さらに，重力データ（ブーゲー異常）

と空中磁気データを収集・解析して，本地域の活断層や地

質構造との関係を考察した（大熊ほか，2021a，2021b）．

以上の調査成果をとりまとめ，海陸における 10万分の 1

地質図を作成した（尾崎ほか，2021）．以下に 11編の要旨

を簡略化して示す．

（1）�相模湾沿岸域 10 万分の 1海底地質図説明書（佐藤，
2021）

本地質図は，大陸棚と斜面上部で実施された反射法音波

探査に基づいて作成された．本海域の層序は，三浦沖ユ

ニット，江の島沖ユニット，葉山沖ユニットと完新統に区

分でき，三浦沖ユニットは葉山層群から三浦層群・安房層

群に相当し中新統〜鮮新統，江の島沖ユニットは上総層群

から相模層群に相当し上部鮮新統〜更新統，葉山沖ユニッ

トは相模層群に相当し更新統と考えられる．江の島沖およ

び三浦半島沖に東西性の逆断層・褶曲が発達するが，南北

方向と北西 –南東方向の圧縮による構造であり，3�Ma に

変化したとされるフィリピン海プレートの運動方向変化と

整合的である．従ってこの地域の構造運動はプレートの沈

み込みによると考えられる．

（2）�相模湾の底質分布と酒匂川沖ファンデルタ周辺域に
おける地形学的特徴と堆積構造（味岡ほか，2021）

本報告は相模湾を対象としたグラブ採泥器による表層堆

積物採取調査，及び酒匂川河口沖ファンデルタを対象とし

たマルチビーム音響測深調査の調査の結果である．採泥調

査では陸棚上 29地点，大磯海底谷上 4地点，酒匂川河口

沖ファンデルタ上 15地点で表層堆積物を採取し，粒度，砂

粒組成，全有機炭素・全有機窒素濃度等の分析を行った．

その結果，相模湾の陸棚域は，貝殻片を多く含む細粒砂 -

極粗粒砂からなる南東域，比較的均質な極細粒砂 -細粒砂

からなる北東域，黒雲母を含む淘汰の良い細粒砂からなる

北域，陸からの寄与が比較的大きいと考えられる極細粒砂

が分布する西域の4つに区分された．後方散乱強度画像か

らは，森戸川，山王川，早川から伸びる鮮明なチャネルが

確認された．各河川沖に延びるチャネル堆積物には少なく

とも 1–2 回のイベント堆積物が認められた．

（3）�足柄平野及び大磯丘陵西部における浅部地下地質及
び後期更新世テフラの分布（佐藤ほか，2021a）

本稿では足柄平野周辺に分布する第四紀堆積物を対象と

して，沖積層ボーリングコアの堆積相解析，新規・既存ボー

リング資料に基づく地下地質分布に関する解析，ボーリン

グコア及び露頭で得られたテフラ試料の分析を実施した．

平野南東部では箱根東京軽石層や箱根東京火砕流堆積物を

含む層厚 20�m 以上の厚いローム層からなる高まり（埋没

丘陵）が認められ，千代台地が沖積平野下で南北方向に分布

を伸ばすことが示唆された．平野広域に層厚 5〜 15�mの

ローム層と砂礫層の組合せからなる平坦面（埋没段丘面 I）

が分布する．また，平野南東部では埋没段丘面 I よりも急

傾斜の埋没段丘面（埋没段丘面 II）が分布する．埋没段丘面

I・II の形成年代は層序や砂礫層頂部の高度分布から酸素同

位体ステージ 3（60〜 30�ka）であると考えられる．

（4）�反射法地震探査データによる国府津－松田断層帯の
地下構造（横倉ほか，2021）

足柄平野における千代台地西方から曽我別所に到る千代

–曽我別所測線（測線 C-S，測線長 2.3�km）において，P波

反射法探査を実施した．併せて地質調査所が 1995 年に実

施した，測線 S-1（測線長 830�m），S-2（同 1,485�m），S-3

（同1,725�m）と名付けられた既存3測線のP波反射法探査

データの再処理を実施し，以下のことが明らかとなった．

（1）国府津 –松田断層本体はおおむね 40 〜 60°程度の東

向き傾斜を示すが，曽我岸，曽我別所付近の分岐断層は非

常に低角（10 〜 20°程度）である．（2）平野部浅部のもっ

とも顕著な反射面は，箱根新期軽石流堆積物，箱根東京軽

石層，及びローム層などに覆われた砂礫層の上面に相当す

る．（3）この砂礫層は，三崎面（M2面 : 酸素同位体ステー

ジ 5a）構成砂礫層に相当する．（4）平野部の反射面は深く

なるほど東方への傾斜を増しており，これは国府津 –松田

断層帯の活動による累積的な東方への傾動を示している可

能性がある．（5）�このM2面は千代台地西縁付近で連続し

ており，千代台地西縁付近に活断層は存在しないと考えら

れる．（6）�M2 面は足柄平野下の一対の背斜・向斜に支配

されたような標高パターンを示す．またM2面を含む表層

は局所的な変形を受けている．
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（5）�5 万分の 1大磯丘陵及び周辺地域第四系地質図説明書
（水野ほか，2021）
大磯丘陵及びその周辺地域の5万分の1第四系地質編集

図を作成した．新第三紀から前期更新世の基盤岩類は，丹

沢層群，高
こ ま

麗山
やま

層群（主として中期中新世），松田山層，篠

窪層，剣
つるぎざわ

沢層，谷
や と

戸層，鷹取山層，大磯層（主として後期

中新世〜鮮新世），足柄層群（前期更新世）に分けられる．

第四紀堆積物は，下位より前川層（前期更新世後期），羽根

尾層，釜野層，曽我山層，明
あけさわ

沢層及び土屋層下部，土屋層

中・上部（中期更新世），吉
きっさわ

沢層，中位段丘 1,2 堆積物，低

位段丘堆積物（後期更新世），完新世海岸段丘堆積物（中村

原，前川及び押切段丘）及びそのほかの完新世堆積物に区

分した．活断層は，北北西 –南南東方向の国府津 –松田断

層（大磯丘陵西縁），松田北断層（国府津 –松田断層の北西

延長部），東西方向の渋沢断層（大磯丘陵北縁），南北方向

の公
ぐ ぞ

所推定断層及び下吉沢断層（大磯丘陵東縁），伊勢原断

層（公所断層の北方延長部），東西方向の小向断層などが分

布する．

（6）�相模川下流平野における第四紀地下地質と埋没段丘
面分布（佐藤ほか，2021b）

相模川下流地域の沖積低地における第四系地下地質分布

を明らかにすることを目的として，新規に掘削した 2本の

オールコア・ボーリング試料（GS-SGM-1，2 コア）の層相

記載，テフラ分析，14C 年代測定，既存ボーリング資料の

解析を行った．その結果，各コアの堆積年代および堆積環

境，段丘面とローム層層厚との関係性，沖積低地下に埋没

した後期更新世段丘面および最終氷期の開析谷の分布を明

らかにした．ボーリング資料で認められた各段丘面を覆う

ローム層の層厚について統計解析を行い GIS を用いた空間

補完を行うことで，沖積層基底深度分布図を作成した．

（7）�反射法地震探査による相模平野南西部の浅部地下構
造（木下ほか，2021）

神奈川県平塚市において , 浅部反射法地震探査を内陸測

線，海岸測線の 2測線で実施した．内陸測線では往復走時

120 〜 200�ms（標高 -70�m 〜 -140�m）に測線全体にわ

たってほぼ連続した振幅の大きい反射面が見られ，東側が

約 50�ms（約 45�m）隆起している地点を認識できた．この

隆起は，伊勢原断層の変位によるものと解釈された．海岸

測線では，往復走時 20〜 60�ms（標高 -5�m 〜 -30�m）�に，

測線全体にわたってほぼ連続した，沖積層の特定の層準を

示す反射面が見られた．花水川河口より西側では，大磯層

や北大磯層新第三系に相当する基盤と，花水川河口より東

側では沖積層基底面に相当する反射面が見られた．

（8）�三浦半島における新第三系〜第四系の層序及び地質
構造研究についてのレビュー（尾崎，2021）

産総研地質調査総合センター（旧工業技術院地質調査所）

では，これまで 2万 5千分の 1日本油田・ガス田図「三浦

半島」，5万分の 1地質図幅「三崎」及び「横須賀」を作成し

地質情報の整備を行ってきた．また，自治体でも地質図の

作成や研究が進められている．そこで，本地域のこれまで

の研究の知見と最新の知見を参考に，三浦半島の層序や地

質構造，活断層分布などの地質情報を整理し，地質図の編

集を行った．

（9）�10 万分の 1相模湾沿岸域重力図（ブーゲー異常）説
明書（大熊ほか，2021a）

相模湾沿岸域における陸上重力データと船上重力データ

のほか，相模湾沿岸域のデータの空白域における海底重力

データを合わせ，計 9,070 点の重力データを編集し，相模

湾沿岸域重力図（ブーゲー異常）を作成した．大構造として

伊豆半島から丹沢山塊にかけての地域では高重力異常が分

布し，高密度の火山岩からなる伊豆 –小笠原弧の衝突帯や

中新世の丹沢層群や丹沢複合深成岩体に対応する．三浦半

島北部ではWNW–ESE 方向に高重力異常帯が分布し始新

世〜中新世の付加体である葉山隆起帯に対応する．高重力

異常帯は葉山付近から海域に延長し江の島を経て相模川河

口付近まで至ることから，葉山隆起帯および衣笠断層の西

方海域への延長が推定される．

（10）�10 万分の 1相模湾沿岸域空中磁気図（全磁力異常）
説明書（大熊ほか，2021b）

相模湾沿岸域における全磁力異常を空中磁気異常データ

ベースから抽出し，高解像度の空中磁気調査も実施するこ

とで，本地域の空中磁気異常図（全磁力異常）を作成した．

磁気異常パターンは，調査地域の地質の違いが反映されて

いる．相模湾北部の沿岸地域では，大磯丘陵の西端とそ

の南東沖に沿って高磁気異常が続き，国府津 –松田断層の

沖合の延長を示している．一方，相模湾東部の沿岸地域で

は，三浦半島から西方沖合にかけて 3つの磁気境界が存在

し，これは衣笠断層と武山断層が江の島に延びていること

を示している．

（11）�相模湾沿岸域の 10 万分の 1地質図及び説明書（尾
崎ほか，2021）

相模湾沿岸域プロジェクトの研究成果と既存の研究成果
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中島　礼

に基づき，この地域の海陸における地質情報を 10万分の

1地質図としてまとめた（第 3図）．

３．今後の沿岸域プロジェクトについて

平成 28年度に相模湾沿岸域プロジェクトの調査が完了

した後，平成 29年度から令和元年度までの 3年間は伊勢

湾・三河湾沿岸域の調査を実施した．この沿岸域の陸域と

海域には活断層などの地質構造が多く，ボーリング掘削や

物理探査によって新知見が得られている．この地域の調

査・研究成果は現在とりまとめているところである．そし

て，令和 2年度からは紀伊水道沿岸域の調査を開始した．

この沿岸域は徳島県，兵庫県，和歌山県にわたり，中央

構造線の発達に伴う活構造や堆積盆が形成されており，現

在，ボーリング掘削，海底重力探査，海域での高分解能音

波探査を計画・実施しているところである．今後も地質災

害軽減や産業立地などに役立つ地質情報の整備を行い，調

査地域の自治体や市民に調査成果を還元できるようなかた

ちで沿岸域プロジェクトを進める予定である．

第 3 図　相模湾沿岸域の 10 万分の 1 地質図（尾崎ほか，2021）. 
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